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（２）卒業研究、大学院修士および博士論文修了指導人数 

   ・卒業研究    3 名 

   ・大学院修士   3 名 

   ・大学院博士   0 名 

 

 

（３）教育業績（自己申告、テキストの作成など、授業の工夫など） 

 

 

 

 

 

 

 



（４）国際会議出席と招待リスト 

・The third International Conference on Advances in Radioactive Isotope Science (ARIS2017); 

U. S. A.; May 28–June 2, 2017; “Manifestation of three-nucleon spin-orbit interaction in 

nuclear charge radii” (invited) 

・The Thirty-Sixth International Workshop on Nuclear Theory; Bulgaria; June 25–July 1, 

2017; “Tensor-force effects on nuclear quadrupole deformation and N=20 and 28 magic 

numbers” (invited)  

・The International Symposium on Physics of Unstable Nuclei 2017; Vietnam; September 25–

30, 2017; “Tensor-force effects on nuclear quadrupole deformation in proton-deficient N=20 

and 28 nuclei” (invited) 

・Second Gogny Conference “Recent developments in microscopic theories for nuclear 

structure”; Spain; November 29–December 1, 2017; “Complete RPA solutions and 

Nambu-Goldstone modes” 

 

 

（５）新聞や雑誌等で報道された研究成果等（報道媒体，報道年月日，報道内容等） 

 

 

（６）国際並びに国内学会での受賞（賞名，その内容，受賞理由等） 
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Y. 

Alhassid, 

C. Ozen 

殻模型モンテカルロ法

による原子核の準位密

度の理論的研究 

原子核の準位密度は、低エネルギー核反応において重要な

物理量であり原子炉における反応等の計算や宇宙における

元素合成を理解する上でも重要なインプットとなるが、こ

れを精度良く再現し、また予言することは困難であった。

我々は、殻模型モンテカルロ法を用いた核準位密度の計算

法を提案し、これを鉄・ニッケル領域の原子核に応用して、

微視的な立場から核準位密度の実験デ－タを精度良く再現

できることを示した。また，中重核の球形・変形クロスオ

ーバー転移も適切に取り扱えることを示し，核準位密度に

おける集団運動効果を微視的に調べる道を開いた。現在は、

より精密で幅広い核準位度の物理の解明を目指した研究を

進めている。 

29 

  
J. 

Margueron 

原子核状態方程式の理

論的研究 

中性子星の構造への応用を目指して，原子核状態方程式に

ついて，半微視的及び現象論的立場から研究している。 
29 

 

 

 

 

 



（８）地域・社会と連携した教育・研究活動，学会、国、県などへの協力，など 

  ・東京大学情報基盤センター スーパーコンピューティング専門委員 

  ・大阪大学核物理研究センター 研究計画検討専門委員 

  ・RIKEN RI Beam Factory Program Advisory Committee for Nuclear-Physics Experiments 

・Conference “Recent developments in microscopic theories for nuclear structure (Gogny2017)” 

(Madrid, Spain, November 29–December 1, 2017), Scientific Advisory Committee 委員 
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